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220kV OFケーブル線路の諸特性
Characteristics of220kV OF Cable Line
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要 旨

220kV西九州幹線･唐津火力連絡線用1×500mm20Fケーブルの布設接続工事完了後に負荷試験,線路

インピーダンス測定およびサージ試験などの各種試験を行なった｡その結果,スネーク布設方式ではケー

ブル熱伸縮による鉛被ひずみ変化はほとんど疲労を与えない程度であることがわかった｡また,商用周波

交流電圧に対する等価大地帰路半径はかなり小さいことが明らかになった｡さらに,架空線より雷サージ

が侵入してきたとき,クロスボンド点には侵入電圧の19%が発生し,場合によっては防食層の耐圧以上

の電圧が発生しうることがわかった｡したがって防食層保護ギャップほ必要である｡

1･緒 言

最近,わが国において200kV以上の送電系統が急激に増大しつ

つあり,とくに地中線区間の増加がはなはだしい｡唐搾火力連絡線

もその一つであり,九州地区最初の超高圧地中線系統であるととも

に,200kV以上の地中送電線として初めて2個所の接続部を持っ

ている｡

本線路の諸特性をは接すると同時に今後の超高圧地中線路の設計

計画の資料とする目的で,ケーブル布設工事完了後総合的試験を実

施した0本報告は,そのうち,(1)ケーブルの熱伸縮,(2)線路の

各種インピーダンスおよび(3)侵入サージに対するクロスボソド点

異常電圧の3点について記述Lたものである｡

2･ケーブル系統の概要

九州電力株式会社220kV唐津火力連絡線地中ケーブル系統は唐

津火力発電所と西福岡を結ぶ西九州幹線のルートの一部であり,唐

津火力発電所から唐津開閉所までの全長651mの1回線地中送電線

である｡この線路の設計の詳細はすでに発表されている(1)ので,こ

こでは概略を述べるにとどめる｡

ケーブルほ220kV単心500mがクロロブレン防食鉛被OFケー

ブルで,その特長は絶縁材料に脱イオン水洗紙および合成絶縁油を

使用していることである｡中間に2個所の接続部を持ち,クロスボ

ソド接地方式がとらカ1ている｡

ルートが市街地,鉄道線路を横断するためと将来の増設を考えて

全長洞道になっており,ケーブルは洞道内の鉄たな上にスネーク布

設されている｡図lはルートの概要を示したものである｡

3･負荷電流によるケーブルの勲伸縮

3･lケーブルのスネーク移動量と洞道内温度

運転中のケーブルi･こ対して最も重要な問題は熱伸縮によって与え

られるケーブル金属シースの変形であり,この変形によって金属シ

ースが疲労しないように布設することである｡

図2に示されるように,ケーブルは鉄製たな上に3m間隔でアル

ミ製クリーートで固定され,あらかじめ目標の80mmスネークを与

えている｡クリートは,ケーブルに保護カバーをかぶせたうえで,

すべて一定の締付力で固定されている｡スネークはケーブルが局部
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図3 ケーブルスネーク量の変化(480A通電)
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図4 ケーブルその他の温度上昇時問特性

的に曲げられないようにガイドを用いて形成され,しかも正弦波状

になるように十分注意して形成された｡

スネーク移動量は洞道内の4個所を選んで鉄たなの緑に同定され

たダイヤルゲージにより三相とも正確i･こ測定≡された｡温度は洞道内

全体にわたって選定された10個所,ケーブル表面,鉄たなおよび洞

道内気温について記録された｡なお,同時に最高最低温度計によっ

て,午前8暗から次の日の午前8暗までの最高,応低温度も測起さ

れた｡これら測定の配置ほ図1に示されている｡

午前8時より8時間通電･16時間速断のサイクルで通電がくり

返えされたが,480A通電(許容電流約450A)におけるケーブルスネ

ーク量の変化は図3に示すとおりである｡スネーク造の変化ほすべ

てケーブルの最大スネーク点(クリート間中央)の変化量であり,接

続箱の移動量は銅管の半径方向の移動である｡測定された最大の移

動量はM3点の自相で3.72mmであった.｡一九 このときのケーブ

ル表面温度の変化の一例は図4に示すとおりであるこ通電8時間後

にほ温度上昇は飽和すると考えて｡tい(洞道内気温に対して飽和す

る意味で,洞内気温は土壌への熱の伝達にしたがって長期l伽こ徐々

に上昇するであろう)｡

洞道内の気温は図5に示すような分布を示している｡粘性の追い

は場所的な問題であって,地下水の浸透度台･風の状音妃などが大き

く作用しているものと考えられる｡ラ川道内の一11[‾卜の温駁射ヒ･は
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図5 洞道内気温分布
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スネーク量変化ならびに鉛被ひずみの関係

3℃前後である｡

3.2 ケーブルスネーク現象の解析

前節の実布設ケーブルの負荷試験では防食層をはぐことができな
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国8 等価ケーブル系統

いので鉛被ひずみを検討できなかった｡そこで,同種の実験をエ場

内で余尺ケーブルで実施し理論的解析を行なった｡

図る(a)ほケーブル温度と最大スネーク点のスネーク変化量の関

鼠 図d(b)はスネーク変化量と鉛被ひずみ変化量の関係を示すも

のである｡ひずみ測定位置番号は図2に示してある｡

〈スネーク変化量〉 ケーブル実長をJ｡,クリート間隔をエおよび

最大スネーク量を∂0とすれば,ケーブルが余弦状にスネークして

いるときには次式が第1次近似として成立する｡

∂｡已=些(g｡-エ)が

同位にして,ケーブル長がJのときのスネーク量∂は

∂2=一竺-(トエ)7こ‾

で,スネーク量変化』∂とケーブル長変化分JJの間には次式が成立

する.二.

J∂=J碍｢-∂0… ･(1)

いま,∂0=80,エ=3,000(mm)とすれば,スネーク変化量は図る

(a)の点線となる｡図3のb,b′曲線を導体温変との関附こ直して

図d(a)にプロットすると実線のようになり,現地実測のスネーク

変化量は計算値より多少小さくなっている｡

く鉛被ひずみ〉 スネーク中央点でスネーク量が∂であるときの曲

率半径pは

エコ

P=‾盲三福‾‾

であるから,スネーク量が+∂だけ変化(増加)したときの鉛被ひ

ず丸の変化ムは鉛被外半径を月とすれば

ム=旦 旦一里里_+∂.
p 伽 エ=

となる｡ガ=38.2,エ=3,000とすると+三は次式になり

+三=0.837×10】6エゴ∂.

(2)

(.3)

図d(b)の点線で表わされる｡エ場内実験で図2のストレンゲージ

取付位置における鉛被ひずみ変化は図占(b)実線のようであり,ほ

評 論 第50巻 第10号

去1 線路インピーダンス測定結果

試 裔l 三頁 ｢1

1l二相往復回路イン上=-メンス

31

｢】

三相回路インヒーメンス 青 相

∴ろ三
相

白 相

実 測

0.124十JO.418

0.184＋ノ0.178

0.164十jO.163

0.159十ノ0.187

値(血/651m)

(30A通電)

(480A通電)

零相インピーダンス

シース開放時三相一括大地･塙路

インヒーブンス

0.046十ノ0.0606 (50A通電)

0.048＋ノ0.102 (50A通電)

ぼ一致している｡なお,鉛‾披の許容ひずみ変化は1,500×10‾6で,

この布設方式ほ,鉛被;･こほとんど疲労を与えないことが明らかとな

ったニ

4.ケーブル線路のインピーダンス

商用周波i･こ対するケーブル線路インピーダンスは実線路全体とし

ての測定値が少なく,特に洞道布設の例はほとんどない｡このルー

トは全長洞道であり,鉄たな布設という見地から今後の設計上の有

力な資料とするため,特に詳細なインピーダンスの測定を行なった｡

4.1線路インピーダンス測定結果

図7に示すような回路でケーブル線路に電圧を印加し,電圧,電

流および力率を測定してインピーダンスを計算したこ測定結果を表

1に示す｡これらの結果から計算できるケーブル各部の定数の検討

を行なってみる｡

4.2 ケーブル線路の電圧電流の関係

実際の線路を図8に示すように簡易化して考える｡すなわち,鉄

たなの存在を無視し,図8の大地帰路7の位置(半径β)を等価的

に各ケーブルと同心状のものとする(一応,βはdl～dRに比べて十

分大きいと仮定する)｡火力側の接地点を零電位とする｡各導体i･こ

gl,g2.‥才7なる電流が流れたときの開閉所側の電位g】,β2.‥g7はマト

リクス表示で次式のようになる｡

〔g〕=〔Z〕･〔才コ..
‥(4)

ただし,易i=凡＋カリエr∫

=凡巾小宮(-ogl三さ-一三-)

=糾ル宕(-og号-1)･･

二糾ノ仙普(10g一芸--1)･･

‥導体

‥鉛被

‥大地

Zり=カリ〟‖

=･んり宕(10g昔一1)
(ヰ)式を解くことこよ(),任意の状態こお:ナる名導体の電流配

分,インピーダンスが計算される二.しかし,(_4)式には未知量が含

まれているので,以下測定結果を使用してこれちの算定を行なって

パ､ノ〇

4.3 諸定数の算定

(1)導体抵抗凡の算蓬

表1の試番1の二相往復回路インピーダンス測定結果より,一

相当たりの導体抵抗は0.062n(0.095n/km)となる｡ところで,

工場実験てケーブノンだけて実測した導体抵抗は0.037n/kmであ

j)かなりの差カニ生じている｡ニの差ほ鉄製のたな,シールド鋼管

あるいほコンクり-ト中の鉄筋などの合計による鉄損分と考えら

れる二.すなわち,ニの測定結果から,鉄損分は0.058Q/kmとな

る‥.この鉄損分は電流値により異なるこ たとえば､表】試番2の

480A通電時の三相回路インピーダンスの結果と(4)式の計算を

合致させるためには鉄損分とLて0.216n./′kmを仮定しなければ

ー48-
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ならない｡すなわち,480A通電時の導体抵抗は両者を加えて

0.247n/kmとなる｡

(2)大地抵抗凡と等伯大地面βの算定

手相電流が流れる際の鉛被分流分などを計算するためには等

価大地面βの値が必要である｡そこで,開閉所において鉛被接

地線を取りはずし,鉛被に循環電流を流さないようにした状態で

三相一括大地帰路インピーダンスを測定した.｡このときの見掛け

上のインピーダンスは(4)式iこおいて,才4=才5=g6=0,オ1＋オ2＋

J3＋オ7=0などの条件を代入して計算することができる｡この計算

値と実測値との比較から凡とβが算定される｡この系統では約

450mが普通洞道部分,残りの200皿がシールド部分となって

おり,ケーブル間隔,洞道の寸法などが異なっている｡したがっ

て,βの値は場所により異なることが予想されるが,ここではケ

ーブル間隔の差異は考慮に入れるが,βの値は一定として算定

した｡

その結果,凡=0.027n,β=1.16mと計算された｡凡ほ開閉所

および火力側の接地抵抗,接地位線,鉄たなを含んだ値である｡

また,βはかなり小さな値であるが,鉄たなや接地柑線が近くに

存在するため,等価的iこはこのような小さい値になるものと考え

られる｡

(3)鉛被抵抗凡は計斯こより0.267n/kmとなる.｡

4.4 零相インピーダンスの検討

以上により諸定数が判明したので,これらを使い零相インピーダ

ンスの検討をしてみた｡(4)式を使って計算する場合,全相を考

慮しなければならないが,ここでは簡単に一相のみを取り出して,

三相を一括して1ケーブルで近似する｡(4)式は次式のようになる｡

β1=(凡＋カ〟エ‖)オ1十ノ山〃14オ4＋ノ仙〃17才7

βヰ=.如九九1才1十(凡十ノ山上44)オ4十〆り几九7才7

β7=み〃71才1＋ん一昨2才2＋(凡＋ノ川上77)オ7

オ1＋才4＋才7=0

開閉所側でβ4とβ7は等しいから

β4=β7.

(5)

(6)

であり,これより鉛被を帰路とする電流成分ほ導体電流の65%と計

算される｡ところで,実測値は69%であり,はぼ一致している｡

また,宰相インピーダンスZは

Z=旦二軍すこ0.049十ル042王l.‥
3才1

(7)

となり,実測値(表1試番3参照)と比較すると種々の近似の割に

は一致しているものと考えられる｡

5.侵入サージに対する検討

このケーブル線路に架空線から雷サージまたは開閉サージが侵入

してきたときのケーブル心線およびシースの異常電圧のうち,ここ

でほとくiこ,シースクロスボンド点に発生する異常電圧を中心に検

討した.｡この問題に関してはすでに多くの実験的またほ理論的検討

が行なわれているが(2ト(7〕,これらの理論をこの洞道内たな上布設方

式によるケーブル線路に適用するには不明な要素が多い｡そこで,

これらを明らかにするため,サージ電圧に対するケーブルの基礎定

数としてのサージインピーダンス,伝搬速度などをもあわせて検討

した｡

5.1サージインピーダンス,伝搬速度および減衰特性

二れらのデータ測定にほナーブルヘッドの接地線を取りはずし可

能な状態にするとともに,中間の絶縁接続箱のクロスボソド線を取

F)はずし,名相ごとに通しとなるよう接続替えを行なった｡測定ほ

唐津開閉所側ケーブル端に′くり返しサージ発生器をおき,図9に示

すような電圧降下法で行なわれた｡ケーブルの心線またはシースに

パルーて発も器
R b Iモ5

Z(ケー70ルのサージインご【ダンス)

CRO CRO

コ‾‾‾‾‾

コ‾‾‾‾‾■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■'■■‾‾■--

コ‾‾‾‾‾‾‾‾→

m

Rゴ≒Z,R=1kn≫Z,R｡=標準抵抗

CRO二陰俵裸寸シログラフ

Z=若卦Ⅴ‥Ⅴ占はそjLぞれa仙卓と大地間の駈)
図9 サージインピーダンス測定回路

享.ウ雉

絶泰郎亨こ

卓ii妓

ネサブレン

鈍棚

rl=16･6min,r21=34.9mm,r20=38.2mm

rユ=44.1mm

図10 ケーブル寸法と鉄たな

表2 ケーブル各部のサージ電圧に対する基礎特性

別

サージインピーダンス

Z(n)

実測値】計算値

伝 搬
Ⅴ(m/〃Sl

実測値1計算値

減衰呆

(dB/km)

心線･大地間(シース開放)145.7

心根･シース問(シース老地)

シース･大地問(心繚開放)

他相聞相互ニインピーダンス

26.1

20.5

0

46.8 1 159

23.6

23.2

0

159

159

.88

ぷ
.
4
一

2

0

7

方形波(′0.5×500J∠S波)を印加してサージインピーダンスを測定

する｡このオシログラムから同時に心線およびシースのサージ伝搬

速度および減衰量を算定することができる｡

測定結果を表2の実測値の欄に示す｡各村は2～3%以内のばら

つきで一致しているが,ここには平均値で示されている.こ.なお計算

値は次のような考え方で求められたものである｡

図10はケーブルおよび鉄たなの位置,寸法を示したものである｡

サージ電圧に対しては鉄たなを電流帰路とみなしている｡サージイ

ンピーダンスZおよび伝搬速度Ⅴはインダクタソスエおよび静電容

量Cを用いて近似的i･こ次式で表わすことができる｡

Z=†′吉
(8)

1

V=訂 …(9)

ところで,これら上およびCは実測および計算により次のよう

に諌められる｡心線シース間の静電容量Clは実測値より0.269×

10‾9Fノ′m,シース大地間の静電容量C2は同じく実測値より0.31×

10▼!)F/ノmである｡また,サージ性の電流はそれに含まれる周波数

成分か高いため表皮効果により均一一には流れない｡そこで,かりに

導体表面にの入流れると仮定して計算する(〕心線シース問のインダ

クタンスエ1ほ0.149×10▼心H/nl,シース大地問のインダクタンス

エ2乙三0.167×10Ⅵ6H/mとなる｡これらの値を(8)および(9)式かこ

代人することによりZおよぴ†′の計算値が求められる｡

表2かちもわかるように,実測値と計算値は前述の仮定による近

似計算にもかかわらず比較的よく一致しているといえる｡C2は工
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表3 サージ電圧侵入時の各点の最高電圧

⊥L

第1クロス
去;冒′芸l第三三言芸lバ㌘_垂

心線･大地間

230 タJ

シース大地間

9 %

シース大地間

18 %

開閉所側
心絶大地間

180 %

試番l印加波形 相

〃
(
U6×

1×60

0∧U5×

1
化
丁31×9

∧U6×l

1

2

3

一H-5

6

注

ヱ
赤
丁
､

青

赤

白*

子
赤
丁
亘
赤
一
自
互
ヱ
自

23

27

23

22

175

175

19

26

200

13

14

630

27

27

17

13

19

19

18

17

13

12

10

19

18

15

17

14

18

14

16

10

11

12

13

33

22

32

24

230

243

33

22

210

18

12

630

37

13 1 15 1 21

*印は印加相

ケーブル侵入第1波を100プJとしたっ

試番1～4:開閉所側印加相のみ整合がとられているっ

試番5 二開閉所側ほ500Qの抵抗を接続した｡
試番4では開閉所側青相心線最高電圧の半分を侵入第1波とした｡

クロスボソド点システムの相別は開閉所側を基準にしたコ

場内で鉄たな上にケーブルをのせて商用周波で測定した値である｡

実布設ではさらに他相のたなおよび壁が存在するのでC三の値はこ

れより大きくなり,インピーダンスとしては小さくなる可能性があ

る｡きらにムで電流分布のC＼ろがりを考えれば,この値はより大き

くなり,インピーダンスとしては大きくなると考えられる｡

以上のような実測値と計算値との一致性および他相問相互インピ

ーダンスが0∫1であることなどから,このような布設方式のケーブ

ル系統のサージ伝搬特性を考察するときには,鉄たなを大地帰路と

みなして扱えばよいことがわかる｡

JL線シース問の減衰量ほシース大地問のそれの2%程度でありき

わめて小さい値である｡

5･2 クロスボンド点発生電圧

-シースの接続を正規の線路状態(クロスボソド方式)にして,開

閉所側より一相の心線シース間にサージ電圧を印加し,心線電圧波

形および中間マンホールのシース電圧波形を観測した=表3ほ各測

定点の最高電圧を示したものである､｡ここで試番1～4は火力側ケ

ーブル導体を開放とし,開閉所側印加相には心線シース問サージイ

ンピーダンスに等しい抵抗で接地して整合をとった場合である｡.こ

の場合には火力側で反射して開閉所側に向かった波ほそれ以上の反

射をくり返すことはなく,火力側および開閉所側とも心線電圧ほ理

論的には200%弱の値となる｡ここで,電圧はすべて侵入第1波の

妓高値を基準とし,これを100%として表示されている｡試番4で

は波頭長が長く侵入第1彼の波高値が現われる以前iこ火力側からの

反射波が返ってくるので,基準電圧は開閉所側印加相心線最高電圧

の半分を侵入第1波とした｡試番5でほ火力側を開放,開閉所側に

架空送電線を模擬して500nの抵抗を介して印加した｡したがって,

心線電圧は両端で反射をくり返し,電圧ほ増大していく｡この実験

では侵入第1波の630%にまで増大したこ

クロスボソド点i･こ発生する電圧は,このように侵入第1波を基準

にして表現すると試番4を除いて,同じような電圧が発生している｡

波頭長が長くなるとクロスボソド点に発生する電圧は小さくなるこ

ケーブルが各相独立し,相互インピーダンスがない場合,波高値

βなる方形波を一相心線iこ加えると第1クロスボソド点の印加相

こ｢7｡X｡.19=32k､･

評 論 第50巻 第10号

端lクロスホ'ン

≦駄=1伽s
…1."s

印加仰シーース

†上人摘心絃

掛ま丁器制限電信

850k＼■

510klr

(心線の減衰は無視1

図11サージ電圧侵入時電圧波形

シース大地問には次の電圧β,,∫が発生するt3-(5-｡

2Z2

β川二両●β･……

750k＼/

(10)

ここで,ろ=心線大地間のサージインピーダンス

ろ=シース大地間のサージインピーダンス

(10)式ほあくまで簡略式であるが,前述の実験値を代入すれば,

β′〉7は侵入電圧βの25%となる｡実測結果は19%であり多少差が

ある○この原因として,侵入電圧が第1クロスボンド点に達するま

でに波頭ひずみを受け方形波でなくなってくることが考えられる｡

5.3 防食層保護装置について

外雷サージによってどの程度のシース異常電圧が発生するかを考

えてみる｡Bewley氏(8)にしたがえば鉄塔雷撃電流として100kA,

鉄塔塔脚抵抗を20n,架空地線のサージインゼーダンスを350エ】,

雷道インピーダンスを400nとすると,鉄塔頂上に発生する電圧は

1,700kVと計算される｡この電圧が逆せん終により架空線に侵入し

伝搬してくるものとする｡

架空線のサージインピーダンスを500n,ケーブ/しのサージイン

ピーダンスを26nとすれば,実際iこケーブルに侵入する電凪ま

170kV(≒盲謡告×1･700kV)
となる｡避雷器はケーブルのごく近くにおかれており,サージ侵入

側端末の心線の電圧が750kVになったときに動作するものと仮定

する｡雷サージ電圧侵入側端末心線の電圧変化およぴそのときのシ

ース発生電圧を図11に示す｡,シース発生電凪ま前項の実測結果か

ら侵入電圧の19%とした‥ したがって,シース発生電圧は32kV

となる｡図からわかるようにケーブ′レ他端末からの反射波はシース

電定点高値には関孫ないようである｡

この系統でどの程度の開閉サージが発生するか不明であるが,火

力側で開閉を行なったときに発生するサージがケーブルに大きな影

響を与えるものと考えられる｡いま仮に,この開閉サージを波頭長

約10〃ち波高値527kV(系統最高対地電圧188kV crestx開閉サ

ージ係数2･8)とすjlば,クロスボンド瓜こは表3試番4の結果よ

り63kV(=527kVxO.12)の′電圧が発生する｡一方,架空緩から

侵入する場合には波頭ひずみによぎ),波頭艮が長くなるであろうし,

実際にケーブルに侵入する第1波は前述の外雷サージの場合のよう

に約10%となり問題とならなぃ｡

以上検討したように,雷サージまたは開閉サージにより場合によ

っては防食層の耐圧以上の電圧が発丁巨することがあり,防食層を保

護する装置が必要となる｡現在,この系統には約16kVで放電する

放電ギャップが設置されている｡

る.緒 言

220kV西九州幹線唐津火力連絡線1×500mm20Fケーブルの

布設接続工事完了後に行なった各種試験の結果およびその検討結果
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220kV OF ケ ー ブ ル 線 路 の 諸 特 性 921

を報告した｡

負荷電流によるナーブルの熱伸縮の検討の結果,本ルートで持用

されているスネーク布設方式ではシースのひずみほほとんど鉛被に

疲労を与えない程度であることがわかった｡線路インピーダンスの

測定によりケーブル線路各部の定数が明らかとなった｡また,サー

ジに対する検討により,雷サージまたは開閉サージにより時によっ

ては防食層の耐圧以上の電圧も発生しうること,したがって,掟護

ギャップの必要性が明らかになった｡

これらの資料が今後の超高圧地中線路の設計指針となれば幸いで

ある｡

終わりiこ,本試験にご協力いただいた九州電力株式会社ならびに

頚 廷

日立電線株式会社の関係各位に心から感謝する次第である｡
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特 許 の 紹 介 義

特許弟457598号し特公昭40-8234号)

粒 度 分 布 直

従来,懸濁液中の粒度分布を測定するには透明セル中に粒子を均

一に分散させた懸濁液を入ゴt,その液面から一定の探さに液面に平
行な細い光来を照射しておき,その透過光を光電変換素子に受け,

懸濁液中の粉末の沈降によって刻々と変化する透過光強度を適当な

方法で記録させ,さらに得らjtた曲線を解析して粒度分布を求めて

いた｡しかL,この方法では曲線の記録と解析という二度手間を必
要とし,しかも相当の労力と時間を要した｡

本発明はこれらの欠点を除去するもので,粒子の懸濁液において,

粒子の沈降開始後の一定時間Jを経過してから,図に示すように,光

源2より得られる平行光来によって懸濁液の探さ方向を短時間内に

走査し,セル1の反対側4で透過光強度を検知するよう構成したも

ので,しかも,光源の液面からの深さに比例した電気出力九を発生
する装置と透過光強度iこ比例した電気出力∫を発生する装置とによ

って,出力ゐおよびJの変化を自動計算回路に導入し,この計算回路
iこよって,一方では粒半径ク･を他方では粒子の重量分布Ⅳ(r)を計

算L,この両結果をズy記録装置に導いて両接Iγ(γ)～γの開拓

すなわち粒度分布を祀援自動描写させた粒度分布測定方式である｡

牟 田 明 徳･上 原 床 彦･倉 田 賢

視 測 定 方 式

上記のように本発明は新規な測定原理に基づくもので,従来の方

法に比較し迅速かつ正確な測定結果が得られ,試料は少量ですみ測

定範囲も広い｡ (小幡)
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特許弟457614号 し特公昭40-8593号) 牟 田 明 徳･上 原 操 彦･倉 田

光 走 査 形 粒 度 分 布 直 示 化 測 定 方 式

本発明は特許第457598号の改良に関するもので,特許第457598

号の粒度分布直視測定方式は,粒子の沈降開始後一定時間を経てか

ら深さ方向に走査する方式で,液面から深さぁの液層に達するに要

する時間は短時間であり,液面から探さゐまでのセル中の懸濁液中

の粒度分布は測定開始時の粒度分布を示すとの考に基づいたもので

ある｡しかL実際は液面より深さぁの層に達するに要する時間ま′の

間iこ該液層における粒度分布はg′時間の間に沈降する粒子のため,

液面における測定開始時の粒度分布とは異なったものとなる｡

本発明ほこの点の改良に関するもので,図に示すように,セル1の

指さ方向に光源2からの平行光来3を走査し,セル1の反対側4で

その透過光強度を検知する際光源の深さに比例した電気出力ぁと,

透過光強度に比例した電気出力′の変化と,粒子の沈降開始後の一

定時間fから深さ方向にg′時間を要して走査した際iこ,時間の経過

に比例した電気出力rとを直接自動計算回路に導入して一方では

ぁおよびTの信号から被測定粒子半径γを計算し,他方では被測

定粒子の重量分布Iγい一)を計算し,これをgy記録装置に導入す

ることによって,lγ(r)～γの関係,すなわち粒子の粒度分布を直

賢

接描写せしめた軽度分布直示方式である｡

これによって迅速にしてかつ精度の高い測定を可能とするもので
ある｡ (小幡)
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